








































　アグリコラは 1492 年もしくは 94 年頃、ルターと同じくアイスレーベンに
































た。1518 年には学芸修士の学位を得ている。二人とも 1519 年には同時に神学学
士（Baccalaureus der Theologie）となり、二人とも 1520 年に結婚している17。
そして同じく 1519 年にはライプツィヒ討論での記録者としてルターに同行し、
1520 年 12 月 10 日には破門脅迫大勅書の焚書にも立ち会った18。1521 年から 23













よって着任した 23。ルターとメランヒトンは 1525 年 5 月にアグリコラに同行し
てアイスレーベンへと赴いている。だが、この前後よりメランヒトンとアグリ
コラのあいだには亀裂が入り始める。この辺りの詳細も紙幅を改めざるをえな






クセン領内教会巡察指導書』（Unterricht der Visitatorn an die Pfarhern ym 
Kurfurstenthum zu Sachssen）の草稿（Articuli Visitatorum）をめぐって先鋭
化するが、1527 年 11 月 26 日から 28 日までトルガウにて、ルターの仲介の下、
メランヒトン、アグリコラ、そしてヴィッテンベルク市の教会牧師をしていたブー
ゲンハーゲン（Johannes Bugenhagen, 1485-1558）25 が話し合うことで一応の和





　メランヒトンの語るところによれば 1517 年 10 月 31 日にヴィッテンベル
クの城教会の門に「95 箇条の提題」（贖宥の効力を明らかにするための討論 






（1.　Dominus et magister noster Jesus Christus dicendo : Penitentiam 


























に匿われて不在のあいだ、1521 年から 22 年にわたりヴィッテンベルクでは「ツ
ヴィッカウの予言者たち」やルターとも同僚であったカールシュタット（Andreas 

























（Philipp Melanchthons Sprüche, darin das ganze christliche Leben gefasst ist, 


































こうしてマタ 4,17、ルカ 12,44、ルカ 12,47f、ヨハ 5,27ff、マタ 25,31-46、詩




















こうしてヨハ 3,14ff、ヨハ 3,16-18、マタ 11,28、ヨハ 11,25f、ロマ 3,28、エフェ 2,8f、
一ヨハ 2,1f、ヘブ 4,15f、イザ 53,4、イザ 53,6、イザ 53,11、ヨハ 1,29 と、聖書の
中からの言葉が続く。メランヒトンがここで強調するのも、まず「驚愕した心」


















こうしてマタ 16,24f、ルカ 6,25、マタ 5,4、ヤコ 1,2、ヤコ 1,12、一コリ 11,32、
詩 34,20、箴 3,11f、マタ 7,7、ルカ 18,1、一テモ 2,8 と、聖書の中からの言葉が続く。
ここには、いかにもメランヒトンらしい考えが表れている。それは「試練にお
























こうしてマタ 6,25f、マタ 6,30、マタ 10,29ff、申 8,3、詩 104,27f、箴 10,22、詩




　次に 5. 善行、当局への服従、隣人愛、貞操について（Von guten wercken, 









こうしてロマ 13,1、ロマ 13,2、ロマ 13,5、一テモ 2,1f、エレ 29,7、ロマ 13,9、一





















こうして創 2,18、箴 18,22、箴 5,18,19、一コリ 7,8,9、エフェ 5,22、エフェ 5,28、




















































































































gehort auff das Ratthaus, nicht auff den Predigstuel）59 という点に際立って
いる。メランヒトンへの攻撃が含まれる 130 の問答からなる 1528 年に出版さ
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